
 

第 426回岩手県青少年環境浄化審議会議事録 

 

１  日 時 

平成 28年８月 19日（金） 

   午後２時から 午後３時７分まで 

 

２  場 所 

県庁Ｒ（13）階 Ｐ１－Ｋ会議室 

 

３  出席者 

（１） 委員（６名） 

遠藤  隆  会長 

内宮  眞  委員 

佐藤 文子  委員 

金谷  茂  委員 

秋元 厚子  委員 

千葉 ちあき 委員 

（２） 県側（３名）                       

    若者女性協働推進室                           

     室長  千葉 彰（他の理由により途中退席） 

青少年・男女共同参画課長  中里 裕美 

主査 高橋 充志 

 

４  会議の概要 

（１） 開 会 

高橋主査の司会により開会 

審議会に先立ち、第 19期岩手県環境浄化委員に対する辞令書交付式を実施。 

（２） 会長及び会長代理人の選出 

新任期で初めての審議会であることから会長の互選を行ったところ、遠藤委員が          

   推薦され承認された。 

    会長職務代理者には、会長から内宮委員が指名された。 

（３） 審議会成立 

事務局から、６名の委員が出席したことにより、青少年のための環境浄化に関す 

る条例第 23条第２項の規定（委員の半数以上の出席）に基づき、審議会成立を報 

告。 

（４） 議事録署名人の指名 

議事録署名人は会長のほかに、会長が内宮委員を指名。 

（５） 議事（要旨） 



【遠藤会長】 

本日の審議会は「諮問図書の審議」です。 

【事務局】 

条例第 10条第１項に基づく「青少年に不健全な図書類の指定」の適否に 

ついて、知事の諮問事項（図書類５冊）を説明。 

     【遠藤会長】 

       それでは、審査に入ります。各委員は審査をお願いします。 

 ― 各委員審査 ― 

【遠藤会長】 

審査が終わったようですので、各委員から審査結果の発表をお願いします。 

 

【内宮委員】 

全冊指定でお願いします。 

１冊目、２冊目、それから５冊目ですかね。審査基準の１、２、３にほぼ

該当する部分が多かったと思います。 

１冊目に関しては、特に記述が非常に詳細に記載されているということ。 

２冊目に関しては、女性の裸の写真が多く見られたかな思います。 

３冊目に関しては、援助交際とかに関する部分が多かったと。 

４冊目に関しては、卑わいな行為、図画が多かったと思いますし、そのと

おり、隠し撮り、あるいはことさら強調するような写真、あとは下着の販売

さらには万引きの方法が記載されている。 

５冊目に関しては、漫画ですけど、包括に近いのではないのかと思って見

ました。 

ということで、全冊指定でお願いします。 

 

【佐藤委員】 

  私も全冊指定でお願いしたいと思います。 

  今回の雑誌どれもが、１、２、３どれにもあたるのかなという感じがしま

したが、特に１番の雑誌は、自殺マニュアル、新しい自殺の方法とかですね、

有名人でこうやって自殺したみたいなのが書いてありましたので、これは指

定かなと思いました。 

４番は、やはりわいせつなものがすごく多いなと思ったのと、それから万

引きのところ、軽くというか、簡単にできるよというか、タグも１００均で

買えるよ、とかそういうことまで細かく書いてありましたので、青少年には 

すぐにできるんだなという感じで受け止めるんじゃないかなと思いました。 

 ５番は、漫画のかたちではありますが、内容からすると指定だなというふ

うに思いました。 

 

【金谷委員】 



 私は初めてだったので、どのようなかたちで審査するのかと、それぞれの

本に対してのコメントを述べたほうがいいんだろうなと、お二人の話を聞い

て思いました。 

 ただ、そこをちょっとメモしていなかったので、具体的にコメントはでき

ないのをお許しいただきたいと思います。 

 まずは、全冊指定でお願いしたいと思います。 

 内宮さん、佐藤さんのお話にもありましたけれども、やはり１番目の雑誌

はＰＴＡとして自殺に関する記事が非常に多かったということです。 

自分達の命を絶つ方法とかは見せるべきではないなと強く感じました。 

４番に関しましては、非常に卑わいなものが非常に多いということです。 

何にしても、審査基準の１番、２番、３番に多かれ少なかれしっかりと該

当する書物だということで全冊指定でお願いします。 

 

【秋元委員】 

 私も今回初めてなものですから、自分の主観だけで狭いのかもしれません

けれどもみなさんおっしゃったとおり、全冊通じて卑わいな模写とかですね、

そういった点が共通していると思いました。 

 金谷さんがおっしゃったように、１番の雑誌は、自殺を誘発する、賛美す

るような点が非常に気になりました。 

 ２番の雑誌ですが、道徳に反した暴力を容認するような、賛美するような

点があったと思います。 

 ３番も、みな共通しているんですけど、男女の肉体とか、性行為の模写だ

とか注意しなければならない中身になっているなと。 

 ４番、５番ですが、男女の肉体とか性行為か、卑わいな表現が多いなと、

という訳で全冊指定と思いました。 

 

【千葉委員】 

 私も全部指定でお願いいたします。 

 １番は自殺例や自殺スポットとかが掲載されていまして、青少年には良く

ない内容だなと思います。 

 ５番の雑誌ですが、漫画ではあるんですが、風俗とか犯罪を助長させる表

現が多くて漫画であるがために青少年が手に取り易いのかなという印象を受

けました。 

 

【遠藤会長】 

みなさん全冊指定ということで、私も全冊指定ということでお願いします。 

性的なこととか裸の描写が多いということもそのとおりなんですが、今回

特に佐藤さんから御指摘があったように、犯罪のハードルをどんどん下げて

いるいうか、同意させるような雑誌が非常に多かったということです。 



審議会委員署名 

 

 

   会長                       

 

 

   委員                       

全国的には、年長者が若い人とか子どもを犯罪の被害者にしようとする例

が多くて、岩手県ではどうかよくわかりませんが、そういったことも悪い環

境に未成年者を誘って行われることも多いものと思います。 

ということで、全冊指定ということで答申させていただきます。 

 

（５） その他 

    次回の開催予定として、平成 28年９月 14日（水）を提案。    

 


